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【目的】Au(I)触媒によるアリルアルコール 2のアルキン 1への求核付加/Claisen転

位を経由する,-不飽和ケトン 4の合成が報告されている（Scheme 1）1。しか

しながら、本反応に非対称なア

ルキン R1≠R2）を用いると、位

置異性体 4の副生が問題となる。

そこで、今回演者はアルキンと

して酸素原子が結合したイノー

ルエーテル 5 を用いて反応を検

討した。 

【結果】1 mol%[Au(IPr)(NTf2)]存

在下、THF中、60°Cで 5aとの反応を行なった（Scheme 2）。その結果、5aの正に

分極した位 sp炭素原子で選択的に求核付加が起こり、続いて Claisen転位が進行

し、,-不飽和エステル

6aaで得られた。発表で

は、本反応の基質の適用

範囲に関しても併せて

報告する。 
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